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だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　

〜　

行
政
機
関
と
の
連
携
、
地
域
支
援
事
業
を
通
し
て　

〜

事
業
内
容

　
　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
健
康

　

づ
く
り
や
介
護
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開

　

催
し
ま
せ
ん
か
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
（
例
）

　

・
認
知
症
予
防
、
認
知
症
ケ
ア

　

・
介
護
技
術
指
導
、
腰
痛
体
操

　

・
栄
養
改
善
、
口
腔
ケ
ア
な
ど

　

※
勉
強
会
の
後
、
福
祉
に
つ
い
て
、
皆
さ

　
　

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
座
談
会
の

　
　

開
催
も
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
人
数

　
　

１
回
あ
た
り
10
人
程
度

お
問
い
合
わ
せ

　
　

勉
強
会
の
内
容
や
参

　

加
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と

　

で
も
結
構
で
す
。
一
度
、

　

社
協
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。
担
当
よ

　

り
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
役
場
民
生
課
か
ら
の  

受
託
事
業
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事
業

事
業
内
容

　
　

あ
な
た
の
思
い
を
話
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
「
介
護
で
困
っ
た
と
き
に
ど
こ
に
相
談

　

す
れ
ば
い
い
の
？
」、「
介
護
ス
ト
レ
ス
や

　

病
気
が
心
配
」
な
ど
、
介
護
に
つ
い
て
同

　

じ
悩
み
を
持
つ
方
々
が
集
ま
り
、
交
流
す

　

る
場
が
、
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
で
す
。

日　
　

時

　
　

８
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

場　
　

所

　
　

農
業
研
修
会
館
１
階
研
修
室

参  

加  

費

　
　

無
料
（
送
迎
が
必
要
な
場
合
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。）

参
加
申
込

　
　

社
協
各
支
部
、
役
場
民
生
課
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

て
申
請
書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
締
切

　
　

８
月
10
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ

　
　

詳
細
は
、
社
協
各
支
部
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

事
業
内
容

　
　

外
出
機
会
が
少
な
く
、
ご
自
宅
に
閉
じ

　

こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
　

本
事
業
で
は
、町
内
６
カ
所
の
拠
点
で
、

　

楽
し
い
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
推

　

進
し
、
ま
た
、
体
力
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ

　

ク
、
口
腔
ケ
ア
や
栄
養
指
導
、
認
知
症
ケ

　

ア
な
ど
の
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

利  

用  

料

　
　

１
回
１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
５
０
０

　

円
含
む
）

お
問
い
合
わ
せ

　
　

利
用
対
象
者
、
申
込
方
法
お
よ
び
そ
の

　

他
に
つ
い
て
は
役

　

場
民
生
課
健
康
増

　

進
係
ま
た
は
社
協

　

各
支
部
ま
で
お
気

　

軽
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
す
べ
て
の
方
が
利
用
対
象
と
は
な

り
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

デ
イ
サ
ロ
ン
事
業
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寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

東
白
浜　
　
　

岩い
わ
き城　

寿と
し
ゆ
き之　

　

 

様

　
　
　

平　
　
　
　

大お
お
は
し橋　

熊く
ま
お男　

　

 

様

　
　

安　

宅　
　
　

場ば
た
に谷　

知と
も
か
ず一　

 　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
６
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
と
は
？

　
　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
高
齢
者
や
知
的

　

障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が

　

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
定
期
的
に

　

お
伺
い
し
、
お
手
伝
い
す
る
事
業
で
す
。

生
活
支
援
員
と
は
？

　
　

そ
の
よ
う
な
方
々
が
、
で
き
る
だ
け
住

　

み
慣
れ
た
家
で
生
活
す
る
た
め
の
お
手
伝

　

い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

生
活
支
援
募
集
!!

　
　

生
活
費
の
出
金
や
公
共
料
金
な
ど
の
支

　

払
い
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

　

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

　
　

詳
し
く
は
、
社
協

　

白
浜
本
部
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

日 程 内　　容 会　　場

8/1 司法書士 本部事務所

8/8 人　　権 本部事務所

8/15 一　　般 本部事務所

8/22 弁 護 士 本部事務所

8/29 一　　般 本部事務所

9/5 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

8/5 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

8/10 多重債務 高齢者生活福祉センター

8/17 人　　権 み　ま　い　荘 

8/24 一　　般 川添山村活性化支援センター

9/2 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

　北富田小学校５・６年生福祉体験学習実施

　６月７日（火）に北富田小学校にて福祉体験学習を実
施しました。５年生３２人、６年生１９人を対象に車椅
子体験、アイマスク体験、
高齢者擬似体験を行いまし
た。体験を通して、相手の
立場に立って物事を考える
大切さを学んでもらえたの
ではないかと思います。

【湯崎地区の様子】

　
　地域のつなぎ役、見守り役として

　福祉委員会議を町内 17ケ所で開催！

福祉委員の役割は・・・
　地域のなかで『福祉課題を抱えて困っている方』
と専門機関とのつなぎ役、声かけや訪問などを通し
て支援していただく見守り役など。

見守り体制づくり・・・
　福祉の制度は充実してきてはいるものの、すき間
がたくさんあります。そのすき間は専門職の活動だ
けでは埋まりません。地
域の方の見守りや支援活
動を必要としています。
福祉委員さんの活動が地
域の見守りや支え合いに
つながります。

　福祉委員の皆さま、会議へのご参加ありがとうご
ざいました。今年度も、本会活動へのご協力をよろ
しくお願いいたします。

　福祉体験学習では、点字体験を通して、視覚障
がいを持たれた方との交流も行っています。
　また、町内在住の中村武子さんは、「第 38 回
和歌山県盲人俳句大会」の席題の部において、
　　『　熊野古道　平安衣装に　衣替え　』
という句で、最優秀賞である天賞を受賞しました。
　このような当事者の皆さまの活動や社会参加を
支援し、交流や体験を大切にした、触れることが
できる、感じることができる福祉教育を推進して
いきます。
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